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脱
炭
素
は
実
施
フ
ェ
ー
ズ
に

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、

本
年
３
月
に
公
表
し
た
第
６
次
評

価
報
告
書
統
合
報
告
書
に
お
い
て
、

「
人
間
活
動
に
よ
る
地
球
温
暖
化

は
科
学
的
に
疑
う
余
地
は
な
い
」

と
指
摘
し
た
。
今
後
10
年
が
温
暖

化
の
抑
制
に
極
め
て
重
要
な
時
期

と
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
に
気
候

変
動
対
応
は
野
心
的
な
目
標
の
設

定
か
ら
具
体
的
な
対
策
の
実
施
に

焦
点
が
移
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
わ
が
国
に
お
い

て
も
気
候
変
動
対
応
が
実
施
フ
ェ

ー
ズ
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
わ

が
国
政
府
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
削
減
、
脱
炭
素
の
実
現
に

向
け
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、

本
年
２
月
に
、
目
標
達
成
に
向
け

た
具
体
的
な
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
社
会
・
経
済
構
造
を
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
転
換
す

る
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
に
向
け
た
基

1

図表１　GX実現に向けた今後10年のロードマップの全体像

（資料）経済産業省「GX実現に向けた基本方針」を基に日本総研作成

金融機関に求められる
GX支援の強化

大嶋　秀雄

　GX推進法案成立により、今後 10 年間で 20 兆円の政府支援を含
め 150 兆円に上るGX投資が示された。民間の金融支援、排出量取
引等の促進により地域金融機関にも大きな期待が寄せられる。本稿で
は政府のGX戦略を受けた金融機関に求められる役割について解説し
た。
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本
方
針
お
よ
び
Ｇ
Ｘ
推
進
法
案
を

閣
議
決
定
し
、
衆
議
院
の
本
会
議

で
同
法
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の

Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
・
推
進
法
で
は
、

規
制
×
支
援
一
体
型
投
資
促
進
策

や
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導

入
、
新
た
な
金
融
手
法
の
活
用
、

国
際
展
開
の
戦
略
等
政
策
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
全
体
像
が
明
ら
か
と

な
っ
た
（
図
表
１
参
照
）。

　

注
目
点
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
負

担
の
増
加
を
懸
念
し
て
議
論
が
進

ん
で
い
な
か
っ
た
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
の
具
体
的
な
導
入
方
法
、

過
去
の
原
発
事
故
を
受
け
て
国
民

の
安
全
性
へ
の
懸
念
が
根
強
い
原

子
力
に
関
し
て
、
原
発
新
設
を
含

む
踏
み
込
ん
だ
活
用
方
針
等
が
示

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
重
要

と
な
る
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
や
蓄

電
池
、
鉄
鋼
、
化
学
、
セ
メ
ン
ト
、

紙
パ
ル
プ
、
自
動
車
な
ど
の
22
分

野
に
つ
い
て
、
目
標
・
戦
略
の
ほ

か
、必
要
と
な
る
投
資
額
や
規
制
・

制
度
、
国
際
的
な
戦
略
な
ど
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
も
示
さ
れ
た
。

　
　

社
会
全
体
で
の
Ｇ
Ｘ
推
進
〜

公
正
な
移
行
、
中
小
企
業

　

今
回
示
さ
れ
た
重
要
な
方
向
性

と
し
て
、
中
小
企
業
な
ど
を
含
め

た
社
会
全
体
の
Ｇ
Ｘ
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
の
脱
炭

素
の
実
現
の
取
り
組
み
は
大
企
業

が
中
心
で
あ
り
、
中
小
企
業
や
個

人
は
遅
れ
て
い
た
。

　

中
小
企
業
の
脱
炭
素
が
遅
れ
た

場
合
、
わ
が
国
の
脱
炭
素
の
実
現

が
危
う
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
世

界
的
に
経
済
・
産
業
構
造
の
脱
炭

素
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
対
応

が
遅
れ
た
企
業
の
事
業
継
続
が
困

難
と
な
り
、
わ
が
国
の
産
業
競
争

力
や
実
体
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

個
人
に
お
い
て
も
、
脱
炭
素
に

対
応
し
て
い
な
い
住
宅
等
の
資
産

価
値
が
将
来
的
に
低
下
す
る
可
能

性
が
あ
る
ほ
か
、
経
済
・
産
業
構

造
の
脱
炭
素
化
に
伴
う
労
働
需
要

や
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
の
変
化
に

対
応
で
き
な
い
と
、
雇
用
・
所
得

の
悪
化
に
繋
が
る
と
い
っ
た
恐
れ

も
あ
る
。

　

中
小
企
業
や
個
人
な
ど
に
対
す

る
支
援
を
通
じ
て
社
会
全
体
の
Ｇ

Ｘ
を
推
進
す
る
考
え
方
は
、
近
年

世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
、
脱

炭
素
が
難
し
い
産
業
・
企
業
に
対

す
る
支
援
の
強
化
や
円
滑
な
労
働

移
動
の
促
進
な
ど
に
よ
っ
て
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い「
公
正
な
移
行
」

を
実
現
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
と

も
整
合
的
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
・
推
進
法
で
は
、

中
小
企
業
の
Ｇ
Ｘ
支
援
策
と
し
て
、

中
小
企
業
Ｇ
Ｘ
支
援
資
格
認
定
制

度
な
ど
に
よ
り
地
域
金
融
機
関
等

に
お
け
る
人
材
育
成
を
促
し
Ｇ
Ｘ

支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も

に
、
下
請
中
小
企
業
振
興
法
の
振

興
基
準
に
下
請
事
業
者
の
脱
炭
素

支
援
を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
大
企
業
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
脱
炭
素
推
進
を
促

す
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
宅
・
建
設
物
の
省
エ

ネ
性
能
確
保
に
向
け
た
支
援
・
規

制
の
強
化
や
、
産
業
構
造
の
変
化

に
応
じ
た
円
滑
な
労
働
移
動
の
実

現
に
向
け
た
雇
用
者
の
新
た
な
ス

キ
ル
獲
得
と
成
長
分
野
等
へ
の
労

働
移
動
の
支
援
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

金
融
機
関
に
期
待
さ
れ
る
役

割

　

こ
う
し
た
社
会
全
体
と
し
て
の

Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
て
、
金
融
機

関
に
は
様
々
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

⑴　

企
業
や
案
件
に
応
じ
た
金
融

支
援
の
提
供

　

Ｇ
Ｘ
推
進
に
は
、
今
後
10
年
で

１
５
０
兆
円
超
の
大
規
模
な
投
資

が
必
要
と
な
る
た
め
、
金
融
面
か

ら
の
後
押
し
が
不
可
欠
で
あ
る
。

Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
で
は
、
政
策
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
一
つ
の
柱
と
し
て

「
新
し
い
金
融
手
法
の
活
用
」
が

掲
げ
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、
足
元

で
活
用
が
広
が
る
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
投
資
な
ど
の
グ
リ

2

3
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ー
ン
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
早
期
の

脱
炭
素
が
難
し
い
企
業
に
お
け
る

低
炭
素
化
（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
さ
ら

な
る
促
進
に
加
え
、
民
間
金
融
機

関
が
取
れ
な
い
リ
ス
ク
を
公
的
機

関
等
が
引
き
受
け
る
ブ
レ
ン
デ
ッ

ド
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
確
立
・

実
行
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

す
る
た
め
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供

給
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

金
融
機
関
に
は
、
新
た
な
金
融
手

法
の
確
立
・
普
及
に
積
極
的
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
支
援
先
の
企

業
や
案
件
の
特
性
に
応
じ
た
適
切

な
金
融
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵　

多
様
な
Ｇ
Ｘ
支
援
の
提
供

　

企
業
が
Ｇ
Ｘ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
新
技
術
の
開
発
・
導
入
や

製
造
工
程
の
見
直
し
と
い
っ
た
技

術
・
設
備
面
か
ら
、
経
営
戦
略
の

立
案
や
内
部
管
理
体
制
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
計
測
や
リ
ス
ク
管
理
な

ど
）
の
構
築
な
ど
様
々
な
対
応
が

必
要
と
な
る
。
特
に
、
中
小
企
業

は
人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
の
点
か

ら
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

近
年
、
銀
行
セ
ク
タ
ー
で
は
業

務
範
囲
規
制
の
見
直
し
も
あ
っ
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、
人
材
派
遣
と
い
っ

た
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
投
融
資

先
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
し

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
多
様
な
支

援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

金
融
庁
が
２
０
２
２
年
７
月
に

示
し
た
「
金
融
機
関
に
お
け
る
気

候
変
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
」
に
お
い
て
も
、

金
融
機
関
に
お
け
る
投
融
資
先
の

気
候
変
動
対
応
支
援
の
事
例
と
し

て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
成
長

資
金
の
提
供
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
（
図
表
２
参
照
）。
中
小
企

業
と
取
引
の
多
い
地
域
金
融
機
関

へ
の
期
待
は
大
き
い
。

⑶　

地
域
全
体
の

Ｇ
Ｘ
推
進
へ
の

貢
献

　

金
融
庁
が
示
し

た
支
援
事
例
で
も

「
面
的
な
企
業
支

援
」
と
し
て
地
域

全
体
の
脱
炭
素
支

援
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
地
域
経

済
の
要
で
あ
る
地

域
金
融
機
関
に
は
、

地
域
の
Ｇ
Ｘ
の
牽

引
役
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
金
融
機
関
に
求
め
ら

れ
る
Ｇ
Ｘ
支
援
強
化

　

こ
う
し
た
役
割
へ
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、
い
か
な
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
か
。

　

ま
ず
、
金
融
機
関
側
の
態
勢
整

備
が
急
務
で
あ
る
。
企
業
や
案
件

の
特
性
に
応
じ
た
金
融
支
援
や
Ｇ

Ｘ
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

金
融
機
関
も
専
門
人
材
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
確
保
し
、
高
度
な
金
融
ス
キ

ー
ム
や
多
様
な
支
援
体
制
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
金
融
機

関
の
多
く
は
気
候
変
動
対
応
に
着

手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
先
行
す

る
金
融
機
関
と
の
連
携
や
人
材
獲

得
・
育
成
の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
、

態
勢
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
幅
広
い
企
業
に
対
し
て
Ｇ

Ｘ
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
専
門

組
織
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
各
支

店
の
営
業
担
当
者
に
お
け
る
ノ
ウ

4

図表２　金融庁が示した金融機関による脱炭素支
援の事例

（資料）金融庁「金融機関における気候変動への対応
についての基本的な考え方」を基に日本総研作成
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ハ
ウ
の
蓄
積
も
重
要
と
な
る
。
ま

た
、
金
融
機
関
で
は
技
術
的
な
サ

ポ
ー
ト
の
提
供
な
ど
は
難
し
い
た

め
、
多
様
な
Ｇ
Ｘ
支
援
体
制
の
構

築
に
向
け
て
、
専
門
企
業
な
ど
と

の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
締
結
も
広
げ

る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
多
く
の

金
融
機
関
が
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
測
定

に
強
み
を
持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
と
の
業
務
提
携
な
ど
に
よ
り

支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　

次
に
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

通
じ
た
投
融
資
先
の
課
題
把
握
と

そ
れ
に
基
づ
く
Ｇ
Ｘ
支
援
で
あ
る
。

中
小
企
業
を
中
心
に
、
気
候
変
動

問
題
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
を
十

分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
企
業
は

多
い
。
中
小
企
業
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
み
る
と
、
脱
炭
素

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
わ
な
い

理
由
と
し
て
、「
規
制
・
ル
ー
ル

が
な
い
」、「
対
処
方
法
等
の
情
報

不
足
」、「
経
営
に
影
響
が
な
い
」

と
い
っ
た
回
答
が
多
く
み
ら
れ
、

規
制
・
ル
ー
ル
が
不
明
瞭
で
あ
る

な
か
、
多
く
の
中
小
企
業
が
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
影
響
を
把
握
で
き
て
い

な
い
状
況
が
読
み
取
れ
る
（
図
表

３
参
照
）。

　

そ
の
た
め
、
金
融
機
関
は
、
投

融
資
先
に
対
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
強
化
し
て
、
投
融
資
先
に

お
け
る
気
候
変
動
問
題
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
の
計
測
な
ど
を
促
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
へ
の
影
響
や
直
面
し
て
い
る
課

題
の
把
握
を
後
押
し
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
投
融
資
先

の
課
題
に
応
じ
た
Ｇ
Ｘ
支
援
の
提

供
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

域
内
連
携
の
強
化
な
ど
に
よ
る
地

域
全
体
の
Ｇ
Ⅹ
の
後
押
し
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
に
対
す

る
Ｇ
Ｘ
関
連
セ
ミ
ナ
ー
や
地
域
住

民
に
対
す
る
太
陽
光
発
電
・
省
エ

ネ
住
宅
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
の
ほ
か
、
地
方
自
治
体
や
大

学
、
地
域
企
業
等
と
連
携
し
た
脱

炭
素
支
援
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

設
立
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
足
元

で
は
、
自
治
体
や
地
域
企
業
な
ど

と
連
携
し
、
環
境
省
が
進
め
る
脱

炭
素
先
行
地
域
の
共
同
提
案
者
と

な
る
地
域
金
融
機
関
も
増
え
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
社
会
全
体
の
Ｇ
Ｘ
の

後
押
し
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て

も
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
な
る
こ
と
に
加
え
て
、
投
融
資

先
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
性
を
高
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の
リ
ス
ク

低
減
に
も
繋
が
る
。
金
融
機
関
に

よ
る
社
会
全
体
の
Ｇ
Ｘ
支
援
が
奏

功
し
て
、
円
滑
な
脱
炭
素
の
実
現

に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 （
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
調

査
部　

主
任
研
究
員
）

0 10 20 30 40 50

必要な人材がいない

現有設備で対応できない

対応コストが高い

経営に影響がない

対処方法等の情報不足

規制・ルールがない

（％）

図表３　中小企業における脱炭素に向けた対策検討時の課題
や実施しない理由

（資料）商工中金「中小企業のカーボンニュートラルに関する意
識調査（2021 年７月調査）」


